
第 11 章　立憲国家の成立と日清・日露戦争　5. 近代産業の定着（3）農村と農民

　この資料は、1910（明治43）年度県農
のうかい

会

の事業施策の計画について述べた新聞記

事（4月30日付『鳥取新報』）である。

　農会は、1899（明治32）年の農会法に

よって公認された農業団体である。政府

は農民を組織化して補助金を出し、地主

等を使って農業の近代化と農家経営の維

持を企
き と

図した。府県・郡・町村と系統的

に設けられたことから系統農会とも称さ

れ、県農会では町村に対して管理・監督

といった性質の指導的な立場にあること

がよくわかる。

　この農会の役員には通例、地域の名
めいぼう

望

家
か

・在村地主らを動員したが、彼らは小

作農・自小作農と小作料額をめぐって対

立したため、1920～30年代の小
こ

作
さく

争
そう

議
ぎ

に

際しては、会員の意思一致をはかること

が不可能で、有効な機能を果たせなかっ

た。
（担当：前田孝行）

近代

鳥取県農会の取り組み

『鳥取新報』明治43年4月30日付
（鳥取県立図書館蔵）★

・鳥取県『新鳥取県史資料編　近代 4　行政 1』（2016年）
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